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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成20年8月7日(2008.8.7)

【公表番号】特表2005-504144(P2005-504144A)
【公表日】平成17年2月10日(2005.2.10)
【年通号数】公開・登録公報2005-006
【出願番号】特願2003-531549(P2003-531549)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｊ   5/22     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  65/38     (2006.01)
   Ｈ０１Ｂ  13/00     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   8/02     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   8/10     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  71/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｊ   5/22    ＣＥＺ　
   Ｃ０８Ｇ  65/38    　　　　
   Ｈ０１Ｂ  13/00    　　　Ｚ
   Ｈ０１Ｍ   8/02    　　　Ｅ
   Ｈ０１Ｍ   8/02    　　　Ｐ
   Ｈ０１Ｍ   8/10    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  71:12    　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成20年6月4日(2008.6.4)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
所望の形状のイオン伝導性ポリマー材料（以降、「前記成形ポリマー材料」と称する）を
調製する方法であって、
（ｉ）結晶性のまたは結晶化可能な第１イオン伝導性ポリマー材料を選択する段階と、
（ｉｉ）前記第１イオン伝導性ポリマー材料を溶解し、その結晶化度を増大させることが
できる溶媒配合物であって、第１溶媒部分として水を含む溶媒配合物を選択する段階と、
（ｉｉｉ）前記第１イオン伝導性ポリマー材料を前記溶媒配合物に溶解させる段階を含む
工程において複合配合物を調製する段階と、
（ｉｖ）前記複合配合物を所望の形状に形成する段階と、
（ｖ）（ｉｖ）に記載された前記形状から前記溶媒配合物を除去することによって、前記
成形ポリマー材料を調製する段階と、からなる方法。
【請求項２】
前記第１イオン伝導性ポリマー材料を溶解させる前記溶媒配合物が第２溶媒部分を含む、
請求項１に記載の方法。
【請求項３】
前記第２溶媒部分が有機溶媒である、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
前記第２溶媒部分が、大気圧で－３０℃より高く、かつ２００℃未満の沸点を有する請求
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項２または請求項３に記載の方法。
【請求項５】
前記第２溶媒部分が第１ポリマー材料と双極子－双極子相互作用を形成できる、請求項２
乃至４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
前記第２溶媒部分がケトン、エーテルまたはハロアルキル基あるいは不飽和環構造を含む
、請求項２乃至５のいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
前記第２溶媒部分が非プロトン性極性溶媒である、請求項２乃至６のいずれか１項に記載
の方法。
【請求項８】
前記第２溶媒部分がベンゼン、トルエン、ジクロロメタン、テトラヒドロフラン、シクロ
ペンタノン、アセトン、１，３－ジクロロプロパン、クロロベンゼン、テトラフルオロエ
タン、ジエチルケトン、メチルエチル・ケトン、シクロヘキサノンおよびエチルベンゼン
から選択される、請求項２乃至７のいずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
前記第２溶媒部分がアセトン、テトラヒドロフランおよびジクロロメタンから選択される
、請求項２乃至８のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１０】
前記第２溶媒部分がアセトンである、請求項２乃至９のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１１】
前記第１イオン伝導性ポリマー材料が、下記式Ｉの部分、
【化１】

および／または、下記式ＩＩの部分、
【化２】

および／または、下記式ＩＩＩの部分とを備え、
【化３】

上記式中、単位Ｉ、単位ＩＩおよび／または単位ＩＩＩの少なくとも一部は官能基化され
てイオン交換部位を提供し、単位Ｉ、単位ＩＩおよび単位ＩＩＩのフェニル部分は独立し
て任意に置換されると共に任意に架橋され、ｍ、ｒ、ｓ、ｔ、ｖ、ｗおよびｚは独立して
０または正の整数を表し、ＥおよびＥ’は独立して酸素原子または硫黄原子または直接結
合を表し、Ｇは酸素原子または硫黄原子、直接結合または－Ｏ－Ｐｈ－Ｏ－部分を表し、
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Ｐｈはフェニル基を表し、さらにＡｒはその１つ以上のフェニル部分を介して隣接する部
分に結合されている下記の部分（ｉ）＊または部分（ｉ）～部分（ｘ）のうちから１つ選
択される、請求項１乃至１０のいずれか１項に記載の方法。
【化４】

【請求項１２】
前記第１ポリマー材料がスルホン化される、請求項１乃至１１のいずれか１項に記載の方
法。
【請求項１３】
前記第１ポリマー材料が、下記一般式ＩＶの反復単位を有するホモポリマー
【化５】

または、下記一般式Ｖの反復単位を有するホモポリマー
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【化６】

または、下記一般式ＩＶ＊の反復単位を有するホモポリマー
【化７】

または、下記一般式Ｖ＊の反復単位を有するホモポリマー
【化８】

または、反復単位（または反復単位の部分）が官能基化されてイオン交換部位を提供する
場合は、ＩＶ単位、ＩＶ＊単位、Ｖ単位および／またはＶ＊単位の少なくとも２種類の異
なる単位のランダムコポリマーまたはブロックコポリマーであり、
　Ａ、Ｂ、ＣおよびＤは独立して０または１を表し、Ｅ、Ｅ’、Ｇ、Ａｒ、ｍ、ｒ、ｓ、
ｔ、ｖ、ｗおよびｚは請求項１１に記載した通りである、請求項１乃至１２のいずれか１
項に記載の方法。
【請求項１４】
前記第１イオン伝導性ポリマー材料が、前記単位が結晶性または結晶化可能である場合に
、請求項１３に記載した一般式ＩＶ，一般式ＩＶ＊，一般式Ｖまたは一般式Ｖ＊の第１の
結晶性または結晶化可能な単位と、イオン交換部位を含む、請求項１３に記載した式ＩＶ
，式Ｖ，式ＩＶ＊または式Ｖ＊の第２イオン交換単位とを含む、請求項１乃至１３のいず
れか１項に記載の方法。
【請求項１５】
前記第１の結晶性または結晶化可能な単位が、下記式ＸＶＩの反復単位を含み、

【化９】

上記式中、ｎ１、ｎ２、ｎ３およびｎ４の合計が２以上で、かつｎ２が１のときにｎ３お
よびｎ４の少なくとも１つが１の場合、ｎ１、ｎ２、ｎ３およびｎ４は独立して０または
１を表す、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
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前記第２イオン伝導性単位が下記式ＸＶＩＩであり得、
【化１０】

上記式中、ＩＥＵはイオン交換部位を組み込む単位を指し、ｎ５、ｎ６およびｎ７の合計
が１以上の場合に、ｎ５、ｎ６およびｎ７は０または１を表す、請求項１４または請求項
１５に記載の方法。
【請求項１７】
前記第１ポリマー材料がポリマー鎖にケトン部分を少なくともいくつか含む、請求項１乃
至１６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１８】
前記イオン伝導性ポリマー材料の当量（ＥＷ）が３００ｇ／モルを超え、かつ８５０ｇ／
モル未満である、請求項１乃至１７のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１９】
前記溶媒配合物中の前記第１溶媒部分の体積と前記第２溶媒部分の体積との比が０．２乃
至５の範囲にある、請求項２乃至１８のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２０】
請求項１乃至１９のいずれか１項に記載の方法に従って調製されたポリマー材料と触媒材
料とを会合させる段階を有する、膜電極アセンブリの調製方法。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００７】
　ＮＭＰは、様々な種類の材料から膜を注入成形するのに非常に優れた溶媒であるが、Ｎ
ＭＰから注入成形された膜（特に、燃料電池の高分子電解質膜）は、欠陥を有する、およ
び／または下流の工程段階において問題を示すことがある。このため、本発明の第１実施
形態の第１の目的は、膜を注入成形する溶媒としてＮＭＰの使用に関連する問題を検討す
ることにある。
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